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Wordsworthに お け る 空 間 と 視 線 の 問 題

TedHughesと の比 較 に お い て

吉 野 昌 昭

19世 紀の詩人Wordsworthと 現代20世 紀の詩人TedHughesは,言 うま

でもなく,そ れぞれに独 自の詩的世界 をつ くりあげており,加 えて両者間に

直接の影響関係が認められるわけでもない。す くな くとも,ヒ ューズが,こ

と改めてワーズワスに言及したり,ま たオマージュをささげた りしたことは

無い。しか し,こ の二人 は詩人 として,い わば体質的に少なからず共有する

ところがあると思われる。た とえば,ヒ ューズには,少 年少女のための詩の

手 ほどきとして初め ラジオの電波 にの り,の ちに書物のかたちを とった

Po6勿intheMakingが あるが,こ のなかには先輩詩人の作品ThePrelude

が影 を落 としていると思われる箇所がな くはない。野山をかけめ ぐって動物

や鳥をつかまえた無邪気な子供時代 と,や や長 じてのち罠や網 をペンにかえ

て,詩 作 に移った時期 のことに触れ,自 分 にとって詩作行為 とは実際の狩 り

の延長線上にある,つ まり詩作 は現実の動物 に匹敵する 「生命あるもの」の

捕獲をめざす行為にほかならない,と 彼 は述べるのであるが,少 年のこころ

の成長を扱う,こ の辺 りには,鳥 を追いまわす少年"afelldestroyer"(The

Prelude,1805,i.318)の 記述から,少 年の内面へ と関心を移 してい くワーズ

ワスを思わせるところがある。仮 にその影響 を意識 していなかったにせよ,

現に直接的影響がなかったにせよ,Poθ 勿intheMakingの 主題 の選択 に

ワーズワスを思わせ る点のあることは否定できない。だが,こ れを別 にして

も,ふ た りの詩人の詩作上の意識 における共通性が また,顕 著である。完成

された詩の世界は互いに違ってはいるが,詩 の質ないし技法の面で興味深い

類似が認められる。

本論は先ず,ヒ ューズの詩作意識 と技法について触れ,そ れを踏 まえてワー

ズワスを考察する。いいかえれば,ヒ ューズの視点に拠ってワーズワスを考

える,と いうことになる。ふたりの作品に共通 して現れる 「池」「湖」といっ

た空間をめぐって,ま た,そ の処理の仕方,視 線の動 きといった点に注 目し

ながら,ヒ ユーズに先行 してワーズワスが切 り拓いた創作技法について考え
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てみ たい。

ヒューズ 詩 と詩論

PoetryintheMakingの な かで ヒューズが語 う詩作 の秘密 はその まま彼 自

身 の作品 のす ぐれ た説明 ともな っていて興味深 い。かれ に言 わせ る と,詩 を

か くこ とは動物 をつか まえ るこ とと同 じで ある。 当初,詩 を書 き始 めた十代

後 半の ころに は気 づか なかったが,そ の後 になって彼 は,詩 をつ くる緊張 と

喜 びが動物 や鳥 や魚 をつか まえる ときの緊張 や よろこび と違 うもので はない

と知 った,と い うので ある。 で は,な ぜ動物 を追 ったのか,な ぜ詩 をつ くろ

うとす るのか。 それ は まず,動 物 と詩 の いずれ に も備 ってい る"acertain

wisdom"1)を 手 にいれたい と彼 が考 えるためで あ る。 か ささ ぎや フ クロウや

兎 が詩 人 とは別個 のい のちを もつ存在 であ るこ とは言 うまで もない。 が,詩

作 品 もまた同様 に,そ の作者 か らさえ切 り離 して考 えられ るべ き存在 であ り,

そ れ独 自の生命 を もつ もの として認 め られ る,と かれ は考 えてい る。詩作 品

は,人 工 的,恣 意 的 につ くりだ され る もので はな くて,作 者 す ら気 のつかな

い"somethingspecia1"2)を 備 えて 自然 に生 まれ て くる,と ヒューズ は言 うの

だ。 この"somethingspecial"こ そ,か れが狙 う もので ある。動物 も詩 も,未

知 の"wisdom"を 〈異界 〉か らかれ の もとに届 けて くれ るのだ。 ヒューズが

shamanisticな 関 心 を抱 い た として も,そ れ は当然 な成 り行 きで あ ろう。

さて,詩 とい う生 き物 を どうや ってつか まえるのか。 もち ろん彼 は,山 や

野へ 出か けはしない。 かれが 向か う場所 は彼 自身 の こころのなかで ある。 こ

の とき彼 は軽い催眠術 にかか った ような状態 に入 り,精 神 の集 中が 自然 なか

たちで達成 され る とい う。"Thespecialkindofexcitement,theslightly

mesmerizedandquiteinvoluntaryconcentrationwithwhichyoumake

outthestirringsofanewpoeminyourmind,thentheoutline,themass

andcolorandcleanfinalformofit,theuniquelivingrealityofitinthe

midstofthegenerallifelessness,allthatistoofamiliartomistake."3)

"mesmerized"の1語 はキー ワー ドで ある
。 その状態 にあ って、詩 人 は"liv一

1) Ted Hughes,  Poetry in the Making (London: Faber and Faber , 1967), p. 15. 
2) do. 
3) ibid., p. 17.
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ingreality"を 追 うハ ンターなので ある。詩人 の こころは,彼 自身 に とって さ

え理 解 の及 ばない不可思議 な場所 であ り,漠 た る 「感情 」(feelings)や 「考

え」(thoughts)が 渦 巻 いてい る 〈異界 〉で あ る。

こころ とい う異界 について は,ヒ ューズ はつ ぎの ように述 べ る。"Thereis

しか し,記 憶,感 情,想 像力,知 性,常 識か ら成立 している,そ の世界 に分

け入 ろう とする と,"elusiveorshadowythoughts"5)の み が徒 に涌 いて きて,

容 易 に"reality"は 発 見で きな い。 そ こで上 の"mesmerized"の 状 態 で の突

入が有効 になって くる。 この状 態で精神 を集中す るうちに,捕 えど ころのな

か った"elusive"な も のの輪郭,重 量感,色 彩,形 が定 まって きて,ひ とつの

"creature"な い し"
spirit"6)と しての ま とま りを得 るにいた る。これが 目指 す

獲物 で あ る。 そ して,そ れ を捕 まえ る方法 としヒューズが 示唆 す るのが,

"raid""persuasion""ambush""doggedhunting""surreロder"7)と い
った戦

略 的思 考 方法"thinkingprocess"と い って もよ い し,"trick"な い し

"skill"8)と い
って もよか ろ う一 で あ る。 これ らの方 法 につい てい ちいち具

体 例 は示 され ないが,た とえば,自 作 の"ViewofaPig"に 言 及 して,こ れ

は手押 し車 で運 ばれてい く一頭 のぶ たの死体 を"stare"し,そ こか ら生 じる

さまざ まな感慨 を"rapidlyandbriefly"に ま とめあげた作品 だ,と 述 べ るな

ど,彼 の 言 わ ん とす る と こ ろ は容 易 に理 解 で き よ う。作 品 に必 要 な

"thoughts"だ け を選 ぶに際 して
,そ の時々 にふ さわ しい,さ まざ まな戦 略が

使 われ る とい うこ とであ る。この ように して,詩 の対 象,"creature"(な い し

"spirit")を 捕 獲す る態勢が ととの
った ら,そ の獲物 を言葉(words)と イ メー

ジ と リズ ムに よって具体化 す る,と い った ところが ヒューズの趣 旨であ る。

"mesmeric"な 精 神 集中 の方法 につ いて
,つ ま り,対 象 に こころを潜 め る術

の習 得 につ いて,か れ は,つ りの話 をもちだ して,そ れ は水 面 の うきをみつ

める要領 だ と解説 す る。釣 り人 は,静 止 している うき("thestillpoint")に

the inner life, which is the world of final reality, the world of memory, 

emotion, imagination, intelligence, and natural common sense, and which 

goes on all the time, consciously or unconsciously, like the heart  beat."4'

4) ibid., . p. 57. 

5) ibid., p. 58. 
6) ibid., p. 19. 
7) ibid., p. 57. 
8) ibid., p. 58.
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神 経 を集 中 しつつ平行 して,水 面下 の闇 にひそんで いる はずの魚("thefish

belowthereinthedark")を も意識 している。静点 を中心 にして生 じる思

索,静 点 をめ ぐって想像力が拉 致 して くる様 ざまなお もい,こ れが詩人 にとっ

ての魚 であ る("thestillpointisthefloatandthethingsthatconcernthe

floatareallthefishyouarebusyimagining")。9)

さて,想 像力 を もちいて,こ ころとい う 〈闇 〉ない し 〈池 〉 に動物 や魚 を

もとめ る,そ の具体例 を ヒュー ズ作 品 によって検 討 しよ う。 詩人 の こころは,

"TheThought -fox"で は「深夜 の森」と形象化 され
,"Pike"で は深 い池,「 伝

説 的な深 みの池 」 と形象 化 されて い る。"TheThought-Fox"が 書 かれ た の

は,か れが ロ ン ドンの下宿 に一人住 まい をしていた ころの,あ る雪 の夜 の こ

とであ る。星 のな い夜 の雪明 りのロ ン ドン,そ の ロン ドンとい う現実 空間 に

故郷 の深夜 の森 とい う想像 空間が重 ね合 わ され る。時 を刻 む時計 の音 だ けが

ひび く静か な室 内で,か れ は下宿 の窓 の ぞ とに広が る想像空 間 に遊 ぶ ことに

な る。 それ に,な ぜか その夜,か れ は詩 を作 る気 分 にな り,机 の上 の白い紙

を まえに,す で にこころの準 備 はで きてい るのだ。かれ は戸外 のロ ン ドンの

闇,い や想 像空 間 に転 じた故 郷 の森 に視 線 を投 げ る。 「他 者」("something

else")の 気 配 を感 じた彼 は,そ の闇 を凝 視す る。 と,一 匹のキ ツネが姿 を現

す。 最初 は木 の葉 や枝 にふれ る鼻先,つ いで光 る一対 の眼,ま た雪 の上 にし

る され る足跡 と,キ ツネは徐 々 に姿 を明 らか に して くる。 そ して凝視 す る詩

人 に応 えるか の ように,最 後 にキツネ は一つ の 〈眼〉 となってかれ と向 き合

う。

こ こに現 れ た 「他者 」 としてのキ ツネ は詩人 の想像 力の産物 で あ り,こ ころ

の中か ら引 き出 された キツネで ある。詩人 か ら独立 した 「他者 」 としてキ ツ

ネは,か れ の まえに立 ちはだか り,逆 にかれ を凝視 す る。詩人 の立場 は,見

 

•  •  • an eye, 

A widening deepening greeness 

Brilliantly, concentratedly, 

Coming about its own business To)

9) ibid., pp. 60-61. 
10) ibid., p. 20.
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る者か ら見 られる者へと転 じた。動物や詩が もっている"wisdom"と は,こ

のようなかたちで詩人に伝 えられ るのであろう。"wisdom"の 内実 はあきら

かにされていないが,キ ツネのおおきく見開かれた濃い緑の目に,詩 人のこ

ころの深淵が映 っていたとは考えられよう。最後 に,キ ツネは詩人の頭のな

かへ飛び込んで,詩 人 も再び現実に引き戻 される。詩人の詩作行為 も,こ こ

ろの空間に投げた視線が逆に投 げかえされたところで終了することになる。

机の上の紙 にはいつのまにか文字が記 されている。

つ ぎに,こ ころの内部の形象化 としての池か らは何が発見できるだろうか。

こどもの頃,実 際に大のつ りファンだったというヒューズが詩作行為 のなか

でつ りあげる成果 はなにか。カマスづ りの体験の意味をさぐる作品"Pike"

は,ま ず前半で,カ マスにまつわる個々の具体的なエピソー ドを語 り,後 半

で一歩をすすめてカマスと池の意味 を問 う。体長3イ ンチのこどもの くせに

悪意 にみちた老猫な笑みをうかべるカマス,池 の水蓮の葉陰に潜むカマス,

共食いをしたあげ くに一匹残 った水槽のカマスなどの話を語 って,こ の魚の

残忍 さ,狡 猜さ,無 気味 さ,執 念深 さなどの特徴 を前半で取 り上げたあと,

後半に入 って,詩 人 は記憶の 〈池〉へ釣糸を垂れるのである。かつて僧院の
一画をしめていたらしい池には

,僧 院が廃櫨 と化 してしまった今で もなお,

水蓮の花が咲 き,魚 がおよいでいる。そして,こ の池は「伝説の深さ」(Stilled

legendarydepth)を もち,「 イギ リス とおな じほどに深 い」(asdeepas

England),加 えて巨大なカマスがそこにはいると言う。池は詩人の少年時代

を,詩 人の過去を秘めているだけでな く,英 国の過去,遠 い昔から途切れる

ことな く流れつづけている時間の象徴 と考えられる。 ヒューズは自分の個人

的な記憶のみを掘 り起 こそうとしているのではない。かれはむしろ,不 可解

な,神 秘的な象徴空間 〈池〉のなかに英国民族の集団の記憶 を探ろうとして

いるのである。
"Pike"の 最終場面では

,夕 闇が辺 り一帯を覆い,ふ くろうが鳴 き,水 面に

魚のはねるなかで,恐 怖 と戦いなが ら少年 は全神経 を集 中して,池 に
"TheTh

ought-Fox"の 星のない夜 と同様 に「闇い」池である一 一釣糸を下 ろ

す。そして,浮 き上がってくるのは,こ れも"TheThought-Fox"の 場合 と

同じく<眼 〉である。

 ...  [  I  ] silently cast and fished 

With the hair frozen on my head
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ロンドンの下宿の窓外に横 たわっていた闇が ヒューズの個人的な記憶 の風

景であったとすれば,池 という闇は,そ のなかに民族の記憶 を蓄えている貯

蔵庫である。闇を覗 きこむ"mesmeric"な アプローチによって,か れ個人 の閾

下だけでな く,民 族集団の意識せざる記憶の底 をさぐるのである。詩人 のは

たらきかけに応 えて浮 き上がる 「眼」が,大 きな意識を包括的にしめす 「夢」

と言い換えられているのもそのためである。

ワーズワスー 空間 と透視力

『序曲』(ThePrelude)に おいて,ワ ーズワスが池や湖 という空間にどの

ような機能を与 えているか,視 線にどのような役割を負わせているか,こ れ

を詩人の精神の成長 という主題の展開 との関連でみてい くことにしよう。二

部 『序曲』(1799)の 段階ではまだ,か れは 「時の時点」(spotsoftime)体

験の記述にこころを奪われている感が多少あるが,1805年 版の 『序曲』にな

ると,体 験の記述に加 えて,そ の体験の意味 を,彼 の半生 というコンテキス

トのなかで掘 り下げる,つ まり精神的展開 との関連のなかで正 しく把握 しな

おす姿勢を鮮明にする。 それは、少年期から青年期にかけての精神の軌跡 を

トータルにとらえ,詩 人 としての自己の精神史を確認 し,そ れ を作品に定着

させたいという目的意識 によるものであろう。 ところが,こ れ はけっして容

易なことではない。体験 としての 「時の時点」そのものの印象 は薄れていな

いにしても,単 なる記述の域をでて,そ の意味を問いはじめると、一挙にこ

とは複雑になる。事実,「 時の時点」のエピソー ドに限らず,過 去の事件な り

状況を姐上にのせて,そ こに潜む 〈真実〉 を取 りだそうとす るときの困難 に

11)ibid.,p.22.

For what might move, for what eye might move. 

The still splashes on the dark pond, 

Owls hushing the floating woods 

Frail on my ear against the dream 

Darkness beneath night's darkness had freed, 

That rose slowly towards me,  watching."



Wordsworthに おける空間と視線の問題21

つ い て は,詩 人 自身 が まず率直 に認 めてい るところであ る。 た とえば,少 年

時代 を振 りか えって,自 然 を通 じて知 った美 と恐怖が かれ を育 んだ こ とを記

し(第1巻),自 然 によ る教 化 とか れの 自意識 の成 立 につ いて述 べ(第2巻),

Cambridgeで の 人間模様 を とりあげた あ との第3巻 で詩人 は

と言 ってい るのが,そ の一例 であ る。過去 にお ける精神 の あ りよ うを過不足

な く捉 え,適 切 な表現 に もち こめ るか ど うか,彼 に もかな らず し も自信 はな

い ようで あ る。

しか し,い か におお きな困難 を伴 ってい よう とも,こ の試 みは自 らに課 し

た 「詩人 の しご と」(vii.52)と して,か れ におお きな喜 び をもた らした こと

も否 定で きない。第4巻 で は,過 去 を客観的 に把握す る ことの困難 さにつ い

て再 度,ボ ー トか ら身 をの りだ して水 中 に視線 を走 らせ る比 喩 を もちいて

12)JonathanWordsworth,M.H.Abrams,StephenGill,eds.,ThePrelude1799,

1805,1850(W.W.Norton&Co.,1979).以 下,作 品の引用はすべて本書に拠る。

また,MSに っいてもすべて本書に拠る。

Of these and other kindred notices 

I cannot say what portion is in truth 

The naked recollection of that time, 

And what may rather have been called to life 

By after-mediation (1805, iii.  644-48)  12)

As one who hangs down-bending from the side 

Of a slow-moving boat upon the breast 

Of a still water, solacing himself 

With such discoveries as his eye can make 

Beneath him in the bottom of the deeps, 

Sees many beautious sights — weeds, fishes, flowers, 

Grots, pebbles, roots of trees — and fancies more, 

Yet, often is perplexed, and cannot part 

The shadow from the substance, rocks and sky, 

Mountains and clouds, from that which is indeed
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と述べ るが,そ れ に続 けて

とその楽 しさを強調 す るこ とを忘 れ ない。水 中 に繰 りひ ろげ られ る光 景 は,

過 去 の事実"substance"と し て認定 で きる ものなのか,そ れ とも執筆 時 のか

れの主観 が禍 い して,歪 め られ,紛 れ こんで しまった"shadow"な の か,過 去

とい う水 中 に視 線 をなげ るワー ズ ワス に とって,こ の判別 はた しか に困難 で

あ り,だ が また,そ れだ けに仕事 はい っそ う愉 快 な もの とな る("Impediments

thatmakehistaskmoresweet,"iv.261)と い うの である。実際,ボ ー トか

ら身 を乗 りだ して水 中を窺 う とい う姿勢 は,『 序 曲』(1805)執 筆 の際の彼 の

基本的 な態度 を示す のに好 都合 なメ タファーであ る。 この姿勢で は,彼 の判

断 は事実 をめ ぐって未決 の,不 安 な状 態 を強 い られ るが,そ れ だけ真 実の発

見 にい たる過程 で十分 に想像力 を はた らかせ うる喜 びを味 わ う ことに もなる

のだ。

〈水中 を窺 う〉行為 は,ワ ー ズ ワスの詩作上 の態度 を説 明す る もの として

だ け意味が あ るので はない。現実 の生 活 の場 におい て も,生 の 〈表層 〉で は

な く,生 の 〈深層〉部分 にお いて生活 しよ うとした彼 の姿 勢 を も,そ れ は表

してい る。 「時 の時 点」として ワーズ ワス 自身 が重視 した個 々のエ ピソー ドの

なか に も,実 際 に水 中 を透 視 しよ うとす る少 年 ワー ズワスが登場 す る。 は じ

め二部 『序 曲』 に収 め られ,の ち 『序 曲』(1805)の 第5巻 に移 され た挿話,

水 死 人 の話 しが それ であ る。 これ はHawksheadの グ ラマー ・ス クール に入

学 す る ことにな り,そ の地 に移 り住 ん だワーズ ワスが ほ どな くして遭 遇 した

Esthwaiteの 湖 畔 で の事 件 で あ る。13)湖に 突 きで た場所 に立 った少年 ワー ズ

13)こ の とき彼は8才 にもなっていなかったとある(1799,i.259)が,グ ラマー・スクー

ル入学時(1799年5月15日)ワ ーズワスは9才 であった,とNorton版 の編者はい

う。ibid.,p.8。 注参照。

The region, and the things which there abide 

In their true dwelling  ... (1805, iv. 247-58)

Such pleasant office have we long pursued 

Incumbent o'er the surface of past time — 

With like success (iv. 262-4)
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ワ ス は対 岸 に,衣 類 が脱 ぎ捨 て られて いるの を発見 し,半 時 間 ほ ど様子 を「窺

う」(watch)が 、 だれ も現 れない。夕闇 が湖面 をつつみ,と きお り水面 に は

ね る魚の ほか に物音 もしな い。(ヒ ューズ の"Pike"最 終 場面 の状 況設定 は,

こ の辺 りに酷似 してい る。)そ してつ ぎの 日,湖 にボー トを浮 かべた捜索隊 に

よって溺死者が 引 き上 げ られ る。

少 年 は,「 浮 き上 が った」("rose")恐 ろ しい死人 の顔 を目にす る。二部 『序 曲』

の段 階で は,"fear"と い う語 は使 われてお らず,"ghastlyface"が 浮 き上が っ

た とい う即物 的 な描写 に と どめ られて いるが,水 の 中か ら"substance"を 取

り出す とい う比 喩 にそって言 うな らば,少 年 は 〈恐怖〉 とい う 〈実体 〉 を湖

か ら引 きあげた といって よい。 す くな くとも,作 者 の側 には,そ の意 識が あ

る。 とい うの も,上 の引用 に続 く部 分で,作 者が介入 して次 のよ うに述べ る

か らで あ る。っ ま り,少 年 は この種 の事故 や悲劇 を目撃 す る と,そ れ を記憶

に蓄 え,そ れ について思い め ぐらので あ り,そ の過程 で,こ れ らの具体的事

件,事 実 は別 の「独 自の生命 をもって存在 す る,形 ある もの」("forms/That

yetexistwithindependentlife"1799,i.285-6)へ と抽 象化 されてい くと言

うので あ る。 これ をワーズ ワス の別 の"terms"を 用 い て言 い直 す な らば,

個 々 の事件 や事故 に接 して少年 は,そ れ ぞれ につ いて"images"を 抱 き,つ い

で当然 さまざま思 い"feelings"が そ れ に付加 され(つ ま り彼 の精 神が触媒 と

してimagesに 作 用 して),そ の"images"は 最 終 的 には"forms"と い う抽 象

度 の高 い存在 に転生 す る,と い うこ とにな ろう(1799,i.284-7)。 イ メージ と

しての 「恐 ろ しい顔 」が おそかれ早 かれ フォー ム として の 「恐怖 」 として認

識 され るで あ ろうこ とは,す で に二部 『序曲』 の段 階で示唆 されて いる。

実 際,1805年 版 の 『序 曲』で は,ワ ー ズワス は少 年 を自分 の こ ととして,

一 人称 の語 りを もって
,そ の時点 での心の嚢 に分 けい って説 き明か そ うとし,

formな い し概念 としての"fear"を 提 示す る。彼 は,"myinnereyehad

The succeeding day 

There came a company, and in their boat 

Sounded with iron hooks and with long poles. 

At length the dead man, 'mid that beauteous scene 

Of trees and hills and water, bolt upright 

Rose with his ghastly face. (1799, i. 274-79)
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seen/Suchsightsbeforeamongtheshininigstreams/Offairyland,the

forestofromance-"(v.475-6)と 言 って,例 の溺死者 の 「恐 ろしい顔」

は,そ れ まで に書物 を通 じて ロマ ンスの世界 で出会 った 〈恐怖〉 と同質 の も

の として少 年 に理解 され,Esthwaiteの 湖 畔 もロマ ンスの森 の一部 に取 り込

まれ た と明 言す る。溺死人 を目撃 した時す でに,少 年 ワーズ ワスは恐怖 や死

とい う ものを"forms"と して受 け止 め うる状況 に あった とい うのだ。死(人)

を まえに して彼 が世俗 的な"vulgarfear"に 襲 われなか った の は,そ のた め

であ った と言 う。9才 に満 た ぬ少年 であ るが,彼 にはす でに秩 序 あ る,ひ と

つの ミクロコスモス としての精 神世界 が備わ ってお り,新 しい体験 はその な

か に取 りこまれて,然 るべ く位 置づ け られ た とい うワー ズワスの主張 であ る。

だが,こ の ことは,少 年 の こころが 自然 よ り優位 にたってい る とい う意 味

で はない。 なるほ ど,恐 怖 は自然が一 方的 に少年 ワーズ ワスに突 きつけた も

ので はな く,む しろ少年 の側 にそれ を求 め る心理 が はた らいてい た とも言 え

よ う。 言い換 えれば,湖 畔 を離 れが たい ままに,水 中 に視線 を投 じていた と

き既 に,彼 には死 と恐怖 の予感 が あった と思われ,そ の意味 で は,恐 怖 は,

は じめか ら彼 の心 のなか に潜 んで いたのだ ろう。 だが,心 ない し精神 とい う,

見 え るようで いて見 えな い世界 を映 しだすた めに は,自 然 とい う鏡が必要 に

なるのであ り,こ の鏡が なけれ ば心,精 神 の具体的認識 は不可能 で ある。 は

じめ は,自 然 の鏡 の面 には,ヒ ューズの い う"elusiveandshadowythoughts"

の みが渦巻 て いよ うが,そ れ らはやが て輪 郭 を整 え,か れ は自分 の こ ころの

内一 ここで は恐怖 と死 の予感 が ひそ んで いた こ と を知 るの だ。Esth-

waite湖 は,そ の なか に,象 徴化 され る ことを待つ なに ものか を秘 めて いる と

い う意味 で,象 徴空 間なので あ る。 その空 間 は,事 件 に遭 遇 した ときの少年

の こ ころの動 きを明 らか にし,恐 怖 や死 の概念 が内包 されて いた ことを示 す

ヒュー ズ的空 間で ある。

以上 の とお り,水 死人 の話 し,と りわ け1805年 版 の話 しで は,自 然の水面

下 を見 つめ る少年が描 かれ る とともに,そ れに加 えて,そ の少年 の世 界 とい

う水面下 を見極 めよ うとす る詩人 の姿が重 な りあい,作 品 はお のず と二重構

造 を備 えるにいた った。水死人 の場 合 もそ うで あるが,「時 の時点 」のエ ピソー

ドに続 けて(と きには先立 って)し ば しば作者 の コメン トが加 え られ るの は,

この二重構造 のた めで あ る。さ きに述べ た とお り,1799年 版 で は,事 件 の記

述 が主で,恐 怖 お よび死 をめ ぐる少年 の理解度 に関 して は必 ず し も十 分な描

写 を加 ええなか った とい う作者 のお もいが あってか(i.279-87),1805年 版 の
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ワ ーズ ワスは少 年の心理 へ踏 み込 んで,少 年 が死 を前 に して も"vulgarfear"

を覚 えなか っただ けな く,の ちに は死 の"dignity"を も理解 す るにい たった

(v.473-81)と さ え述べ るので ある。

"TherewasaBoy"14)の 主人 公 は
,水 死 人 の話 の少年 と同一人 物で あ ろう。

その ことは,主 人 公 の年令 が10才 に もな らな い ことや背景が"green/Pen-

insulaofEsthwaite"(MSJJの(d)の み にあ る)で あ る といった根 拠15)か ら

も,ま た両者 に共通 して,水 中 を透視 しよう とす る姿 勢が み られ る点か らも

言 えるだ ろう。 つ ぎは,少 年 のた くみな鳴 き眞似 に応 えて湖 の彼 方か ら鳴 き

か えす フクロウの描 写 につづ いての,今 度 は沈黙 を まもるフクロ ウの場面 で

あ る。

繰 り返 して お くが,「 身 をの りだ して,物 音 を聴 く」姿勢 は,ボ ー トか ら 「身

をの りだ して」水 面下 を窺 う姿勢 と同 じ意味 を もって いる。 引用 に先行 す る,

フ クロ ウ との交歓 の場面・"awildscene/Ofmirthandjocunddin"

(ibid.,14-5)お よ び"concoursewildofmirthanddin"(1805,v.403-4)

は"gladanimalmovements"を 扱 ってい る とい えるが,こ こに引用 した

場面 は少年が そ こか ら抜 け出て,内 省 的な次元 で自然 とか かわ りは じめてい

14)こ の作品は当初,二 部 『序曲』に組み入れるべ く書かれたと推定される(Norton

版,p.492.)が,結 局1805年 版(v.389-413)に のみ入れられた。

15)水 死人の話し,ボ ー ト盗み,そ してWinanderの 少年のエピソードは,主 題の面で

密接に関係 している。執筆時期の面からも,"Therewasaboy"はBoatstealing

のエ ピソー ド直後 に書かれたもの とみられる。執筆時期 については,Jonathan

Wordsworth,TheBordersofVision(Oxford:ClarendonPress,1982),p.48を 参

照。

Then often in that silence, while I hung 

Listening, a sudden shock of mild surprise 

Would carry far into my heart the voice 

Of mountain torrents; or the visible scene 

Would enter unawares into my mind 

With all its solemn imagery, its rocks, 

Its woods, and that uncertain heaven, received 

Into the bosom of the steady lake. (MSJJ, (d) 17-24)
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る ことを暗示す る。16)フク ロウの世界 は後方 に退 き,か わ って谷川 の音 が"a

gentleshockofmildsurprise"と し てかれの意識 に上 って くる。 それ と相

侯 って,あ た りの風景 も 「荘厳 なすが た」 を開示 する。 水死人 のエ ピソー ド

の湖が そ うで あった ように,こ の崖 に囲 まれた ウインダ ミアの空 間 は少年 の

精 神空間 と,広 さ ・奥行 きの点 で17),ま た,質 の面で 同等 で ある。二 つ の空 間

の あいだにcorrespondenceが 成 立 してい る事 実 が,そ の こ とを よ く証 明 し

てい る。少年 はこうして,二 に して一で あ る空間 を通 じて 自然 の"solemnity"

とい う偉大 な教訓 を得 るので ある。 が,い まひ とつ不透 明な ものが残 ってい

て,釈 然 としない。 それ は,水 に映 ったheavenの 描 写 にあた って,作 者が

"thatuncertainheaven"と"uncertain"の1語 を残 してい る点 であ る
。この

一語 は
,1人 称 で語 って はい るが,語 り手 自身 の理解 の とどか ない領域 が少

年 の こころのなか に残 ってい る ことを示唆 してい るか らであ る。

そ こで,水 死 人 のテキス ト異同 の場合 と同様 の問題が生 じる。つ まり,ワ ー

ズ ワス は1805年 版 におい て再 び,こ の問題 に立 ち返 り,少 年 の精神 のあ りよ

うについて の検討 を深 めるので ある。 すなわ ち,ワ ー ズワス はこの少年 の死

と墓 に関す る新 しい一節(v.414-22)を,MSJJ(d)相 当部分(よ り正確 に

は単独作 品"TherewasaBoy"と して発 表 され た部 分)に 付 け加 えた うえ

で1805年 版 に組 み いれ るので ある。'8)新し い一 節で は,少 年 の心 を客観視 で

きる年令 にい たった詩人が,少 年(つ ま り若 き日の詩人)の 墓 の傍 らに立 っ

て死 にお もい を潜 め るとい うことになってい る。静 かな湖面 に映 つた空 を眺

めて少年 自身が不安 に駆 られ たか どうか,そ れ を「定か な らざ る天(heaven)」

の 一句 か らだ けで は判 断 しに くか った。 だか ら改 めてい ま,詩 人 は,あ の と

き少年が漠 と感 じ とってい た と思 われ る,そ の ものの実体 を 「死 」で あった

と明 らか に しよう とす る。言 うなれ ば,成 人 した詩人 は墓 を見 つめなが ら,

か つ ての 自分 の こころをみつ めて い るのだ19)。この一 節が添 え られ た こ とで

テ キス トが獲 得 した新 しい意味 は,Hartmanが 述 べ てい るよ うに,少 年 が

"jo
yfullyunconsciousmodeofbeing"か ら"self-consciousmodeofbeing"

16)GeoffreyHartman ,駒 名4sz〃oπ傭Po6勿1787-1814(NewHavenandLondon:

YaleU.P.,1964),p.19.

17)"far"の 一語に空間としての精神の広が りをみたdeQuincyの 指摘(Norton版 ,p.
172.注8参 照)は 今日でもきわめて価値がある。

18)Cf.Hartman.,(～p .cit.,p.348の 注。

19)ibid.,21.
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へ と移 行 す る 人 生 の 境 界 地 点 に お り,そ こ に は"mortality"の 予 感 が 生 じ て

い た と い う こ とで あ る20)。

"Therewasaboy"は も と も と
,1799年 版 の た め に 書 か れ な が ら,「 何 ら

か の 理 由 で 」21)採 ら れ な か っ た と い う経 緯 が あ る 。そ の 後
,1805年 版 に お い て

(ま た,1850年 版 で も),水 死 人 の 話 し と相 並 ん で 収 め ら れ は す る が 。 と も あ

れ,こ の 作 品 は,基 本 的 な 部 分 で 一 主 題 お よ び 主 題 へ の 迫 り方 ,扱 い 方 に

お い て 一 水 死 人 の 話 と共 通 し て お り,こ の 点,「 身 を 乗 り だ す 」と い う象 徴

的 行 為 の 意 味 と考 え あ わ せ る と,い っ そ う事 情 は 明 ら か に な る 。 少 年 の 不 安

を 醸 し だ し た 空 は,"thatuncertainheaven ,received/Intothebosomof

thesteadylake"と あ る と お り,湖 と い う 空 間 に お い て 捉 え な お さ れ て
,水

20)ibid.

テ キ ス ト改 定 の意 味 とい う観 点 か ら,そ れ まで 隠 され て い た 自然 の あ らた な 性格 が

開 示 され,そ れ と表 裏 一体 を な して 主人 公 の精 神 の新 た な局 面 も確 認 され る とい う

パ タ ー ン につ い てい ま一 つ,典 型 的 なBoatstealingの エ ピ ソー ドをみ る と,こ こで

も1799年 版 の段 階 で はや は り,読 者 はあ る種 の も どか しさ を感 じざ る を えな い。主

人 公 の少 年 は最 初,漢 谷 とい う空間(切 り立 つ 崖 に囲 まれ て い る空 間)の なか に身 を

お い てい る。ボー トを浮 か べ た と き,そ の空 間 の 果 に あ る一 つ の岩 山 を見 て,そ こが

限 界("Theboundofthehorizon,"1799,i,101)で あ り,そ のむ こ うに は 「な に も

な い,あ る の は星 と灰 色 の 空 だ け」(do.)と い う こ とを意識 す る。 そ して,岩 山 とそ

の先 の"nothing"に 視線 を投 げつ つ,あ え てか れ は ボ ー トを進 め,行 く手 の(ボ ー ト

の 漕 ぎ手 の位 置 か ら言 え ば,か れ の背 後 の)"nothing"無 限 の空 間 へ の脱 出 を図 る。

が,岩 山 の向 こ うか らあ らた な岩 山が 顔 を現 し,か れ の後 を追 っ て くる,そ の 「異 様

な 光景 」(MSJJ(c)38)に 圧倒 され た少 年 は"adimandundeterminedsense/Of

unknownmodesofbeing"を 抱 き,最 終 的 に は罪 の観 念 を心 に刻 む こ とに な る。

ボ ー トにの り こむ と き既 に,罪 の意 識 が な い わ けで はな か った が,か れ は誘 惑 に負 け

("Itwasanactofstealth/andtroubledpleasure"MSJJ(c)9-10),漕 ぎい で

た。 だが,こ のエ ピ ソー ドをMSお よび1799年 版 によ っ て見 て も,上 の事 件 が あ っ

て後,少 年 は"Inmythoughts/Therewasadarkness-callitsolitude/Or

blank(strange?,1799)desertion"(1799,i.122-4)の 状 態 に あ った とい う程 度 に と

どま り,作 者 はそ れ以 上 の 心理 的 接 近 を試 み な い。そ こか ら生 じ た も どか し さが 解消

され る とすれ ば,そ れ は1805年 版 を待 つ ほ か な いの で あ る。 も っ と も,無 限 の 空間

へ の飛翔 を 自 らに許 さず(詩 的 なか た ち にお い て も),限 られ た空 間 の なか に 自己 の

精 神状 況 の解 明 を 迫 っ た と ころ に,ワ ー ズ ワス の本 領 は あ るわ け だが 。

21)"Therewasaboy"が1799年 版 か ら除 外 され た本 当 の 「理 由」 は分 らな い が,MS

JJ(d)に あ るか た ち の ま まで は,実 質 的 に水死 人 のエ ピ ソー ドとお な じ く問題 提 起 の

レベ ル に とど ま り,少 年 の精 神 状 況 の究 明 につ な が らない とす る作 者 の判 断 を仮 定

す る こ とはで きる。
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と一体化 してい た。少 年の視線 は,空 とい うよ り湖 のなかへ向 け られて いた。

1799年 版 の水 死人 のエ ピソー ドで は,水 中 を"watch"し た 少年が 恐怖 と死

の予 感 を得 て いた こ とを示唆 した作 者 が,そ の こ1805年 版 に移 って か ら

"fear"と い う語 を表 面 に出 して
,そ れ を追認 した こ とについて は,先 に触 れ

た とお りで ある。 そ して,"TherewasaBoy"の 少 年 の場 合 も,1799年 時

点で の ワーズ ワスは,少 年 の不安 を漠 と示唆 す るに とどまっていて,は た し

て少年 が湖 水 に 〈意味 〉 を発見 す るだけの精 神的成熟度 に達 していた のか,

い まひ とつ判然 とさせてい なかった。1805年 版 の新 しい一節 は,そ の曖昧 さ

を解消 して,少 年 に 「死 」 の認識 を認 めた点でわれ われ の注 目 を引 くのであ

る。

もち ろん,少 年 の視 線が 「死 の予感」 を水面下 に とらえていた,と 断言 す

るに は,は じめ躊躇 す る ところが ワーズ ワス にあったのか も知 れ ない。 当初,

少 年 の こころを透視 しかね て,す くなか らぬ 「当惑 」(1805,iv.254)を 覚 え

て いたのか もしれない。 ともあれ,1805年 版 にみ られ るテキス ト補充 は,自

己認識 をはた した ワー ズワスの手 にな るこ とだけ は疑 いない。結局,1人 称

で語 られ よう と,3人 称が 用い られ よう と,彼 はこころの空 間 を凝視 してい

た。

ただ ここで,TedHughesの 場 合 を考 えあわせ る とどうな るか。 ヒューズ

の場合 は,池 のなか を窺 う主人 公 の 〈眼〉 にたい し,そ れに応 えるかたちで

池 の底 か ら浮 かび上が る,い ま一 つの 〈眼〉が あ った。視線 はダイナ ミック

に屈折 した。 その点,ワ ーズ ワスにあ って は,語 り手 を見 つ めか え して くる

眼 はない。 だが,目 指 す ところは彼 とて も同 じで ある。 自分 自身が見 つ め ら

れ るこ とで 自己 を発見 す る とい うsophisticatedと も呼べ る技法 は とらな い

ものの,'彼 は 自分 自身 をなん とか 「説 明」 しよう とす るので ある。水 に映 っ

た空 の"uncertain(ty)"に つ いて 「説明」す る ことで,か れ はこ ころの空間 を

処理 している。

Snowdon登 山 の話 は,上 で扱 ったエ ピ ソー ドとは執筆 時の事情 は違 ってい

るが22),基 本 的な構 成 において は共通 す る ところがあ る。山の峰峰 にか こまれ

てひ とつの空間が成立 して いて,そ の空間 の面 には霧 が流れ てい る。一帯 を

おお う霧 は青年 ワーズ ワス の足元 まで這 い よって いる一方で,峰 をこえて流

22)5巻 本r序 曲』の最終巻のため1804年2月 の執筆。ワーズワス21才?の ときの体験

である。
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れ だ してい き,彼 方 の海一"therealsea"一 を侵食 して もいる。 この空

間 は,こ れ まで我われ がその意味 を問 うて きた池 や湖水 とおな じよ うに,"a

hugeseaofmist"(1805,xiii.43),"stillocean"(xiii.46)と し て,象 徴的

な水 の空間 として設定 されて いる。詩人 が この海 を,「 現実 の海 」を侵食 す る

海,つ ま り現 実 と対立 す る想像 ない し幻 想 の海 として造形 して いた として も

不 思議 はない。 そして この大海 の岸辺 に立 って,広 大 な空 間の意味 を発見 し

ようと遠 くへ視 線 を走 らせ る詩人 の姿 は,あ のフ クロウの声 が止 んだあ と"I

hung/Listening"し て い た少年 を思わせ る ものが あ る。 また轟 く水 の音 を

かれの耳 につた えて くる雲海 の裂 け目に神経 を集中す る詩人 につ いて も同 じ

ことが言 え よう。

しか し少年時代 ので きご とを扱 うの とは違 って,成 人 しての体験 で ある,こ

の壮大 な雲海 の光 景 をワーズ ワスはす ぐにつづけて説明 す る。霧 の裂 け 目を

は じめ,場 面 の象徴性 はつ よまってい る。

 .., and from the shore 

At distance not the third part of a mile 

Was a blue chasm, a fracture in the vapour, 

A deep and gloomy breathing-place, through which 

Mounted the roar of waters, torrents, streams 

Innumerable, roaring with one voice. 

....... in that breach 

Through which the homeless voice of waters rose, 

That dark deep thoroughfare, had Nature lodged 

The soul, the imagination of the whole. (1805, xiii. 54-9 / 62-5)

.., and it (the scene) appeared to me 

The perfect image of a mighty mind, 

Of one that feeds upon infinity, 

That is exalted by an under-presence, 

The sense of God, or whatsoe'er is dim 

Or vast in its own being ... (xiii. 68-73)
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霧 の うみ は 「大 いな る心」の具現化 と思わ れた,と かれ は言 う。 それ は,「 永

遠」 「内 なる存在 」 「神 とで もい うべ きもの」 さ らに は自分 自身 の神秘性 を意

識 してい るが ゆえに,大 いな る心 と呼 び うるの であ る。心 は,雲 海 に閉 ざさ

れ て,見 る ことので きない空 間で はあ るが,そ の霧 に入 った一筋 の切 れ 目を

通 じて詩 人 は,そ の 「暗 い深淵 」("thedarkabyss"1850,xiv,72)を 覗 き,

そ の奥底 に ある"under・presence"へ の 思 いを強 め るので あ る。 この空 間 に

は,「 永遠」 や 「神 の意識 」が潜 んでい る と彼 は考 える。

ワーズ ワ ス が,恐 怖 や 死 の 意 識 と いっ た も の か ら始 まって,"under-

presence""under-powers"(1805,i.163)と い う抽 象的 な把握 を経 て,最 終

的 に は"ThesenseofGod"(1805,xiii.72)を,空 間 に透視 しえた こと,そ

して空 間 は終始,象 徴 空間で あった こ とを見 て きた。そ して,こ の間,ヒ ュー

ズ の"theinnerlife,...theworldoffinalreality"と い う空間意識 が少 なか

らず ワーズ ワスの もので あった こ とも確 かめ えた と考 える。

付記

本 論 中 の 「ヒューズー 詩 と詩 論」 は,拙 論 「無 意 識 の 深 みへTed

Hughes論 」(宇 都宮大学 『外 国文学』1982)と 一 部重複 す る ことをお断 りす

る。


